
（１） 東三河地域におけるＣＮに関する取組
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岐阜県恵那市

矢作川・豊川ＣＮプロジェクトダム放流水を利用した水力発電
（設楽ダム）

2022年度 2023年度 2024年度以降

水力発電の基本計画

水力発電設備の設計

水力発電設備の設置

スケジュール（想定）

利水放流管

新設する発電設備

凡例

○ 国土交通省が建設を進める設楽ダム（2034年完成予定）で、設楽町がダム完成後の地域
振興への利活用を目的として、利水放流水を利用した水力発電の事業化を検討中。

〇 2023年度は、国と県の支援のもと設楽町において発電規模・事業運営手法などを検討。

＊設楽ダム建設事業への事業参画手続きが別途必要1



矢作川・豊川ＣＮプロジェクト豊川用水施設における小水力発電の取り組み

宇連ダム

駒場池

三 ﾂ 口池

初立池

西部幹線水路

東部幹線水路

愛知県

静岡県

大島ダム

寒狭川頭首工

大原調整池

蒲郡調整池

芦ヶ池調整池

万場調整池

大野導水路

大野頭首工

牟呂松原頭首工

東西分水工

宇連ダム発電所
2018年運用開始

大島ダム発電所
2015年運用開始

駒場池流入工発電所
2018年運用開始

二川調節堰発電所
2015年運用開始

発電所名
宇連ダム
発電所

大島ダム
発電所

二川調節堰
発電所

駒場池流入工
発電所

最大出力 760kW 240kW 7.1kW 49.9kW

年間発電量(計画) 3,218.6MWh 1,052.6MWh 56.3MWh 398.5MWh

最大使用水量 2.00m3/s 0.60m3/s 0.968m3/s 0.60m3/s

有効落差 50.11m 55.63m 1.23m 13.2m

ダムや調節堰等の水位差を利用して小水力発電施設を設置
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揚水機場内のファームポンド上部を利用して太陽光発電施設を設置

揚水機場名 西七根 中里 栄斧取 三郷西部

最大出力 49.5kW 48.2kW 39.6kW 49.9kW
年間発電量（計画） 65,000kWh 54,660kWh 45,498kWh 51,205kWh
運用開始 2015年 2017年 2017年 2018年
発電施設設置者 民間企業 豊橋開拓（土） 神野新田（土）

【中里揚水機場】 【栄斧取揚水機場】

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト豊川用水施設における太陽光発電の取り組み
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○ 老朽化した豊橋浄水場の再整備に当たり、PFIの導入により官民連携を推進し、カーボ
ンニュートラルに最大限配慮した次世代型の浄水場構築を目指す。

〇 施設の更新に合わせ、太陽光発電設備等の導入による再生可能エネルギーの活用や位置
エネルギーの有効活用によるエネルギーの省力化等に取り組む。

（豊橋浄水場）

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト次世代型の浄水場構築による省エネルギーの推進

豊橋浄水場

＜事業のコンセプト：次世代型浄水場＞

①施設の老朽化・耐震性の不足への対応、新たな施設への改築

②浄水場施設におけるカーボンニュートラルの実現

③隣接する豊橋市（小鷹野浄水場）との連携の推進

スケジュール（想定）

小鷹野浄水場

2022年度 2023年度 2024年度以降

導入可能性調査

公募準備
公募手続き ○

計画概要の公表

〈位置エネルギーの有効活用イメージ図〉

計画高水位が高い取水地点の取水を活用することで、

場内での位置エネルギーの有効活用を検討していく。

豊橋浄水場 着水井

Ａ取水地点
（高い位置）

P
Ｂ取水地点
（低い位置）

活用可能な水位差
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■豊橋市：施設の統廃合

〇 豊橋市の公共下水道 野田処理区の中島処理区への接続を広域化・共同化計画に位置付
け。

〇 2023年６月に仮設配管で接続し、野田処理場の運転を停止。

〇 本設配管での接続に向け設計を進めており、2025年度の野田処理場の廃止を目指す。

豊橋市

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト分野横断的な汚水処理の広域化・共同化による
省エネルギーの推進（豊橋市 公共下水道）

豊橋市役所

広域化・共同化
計画の策定 公表

施設の統廃合

設計・工事

スケジュール（想定）
2022年度 2023年度 2024年度以降
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■豊川市：施設の統廃合

〇 豊川市の農業集落排水施設（正岡地区）の豊川流域下水道への接続を広域化・共同化
計画に位置付け。

〇 施設の集約化による省エネルギーの推進を図るため、接続に向け、関係機関との協
議・調整を実施中。

豊川浄化センター

豊川市役所

豊川市

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト分野横断的な汚水処理の広域化・共同化による
省エネルギーの推進（豊川市 農業集落排水施設）

広域化・共同化
計画の策定 公表

関係機関との
協議・調整

施設の統廃合

スケジュール（想定）
2022年度 2023年度 2024年度以降
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（２） 優先施策の主な進捗状況



〇 2022年度は発電規模の算定やＰＰＡ事業者の提案などについてのヒアリングを実施。

〇 環境省所管の交付金※を活用するにあたり「愛知県地域脱炭素重点対策加速化事業計
画」を提出し、 2023年4月に採択。

〇 2023年度は事業内容を整理し公募準備を行い、2024年度の公募開始を目指す。

岐阜県恵那市

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

太陽光発電施設(予定)

【施策１０．下水処理場】

矢作川浄化センター全景

県内下水道施設初のＰＰＡ方式による太陽光発電
（矢作川浄化センター）

優先施策群：公共空間を活用し、太陽光発電施設を設置

2022年度 2023年度 2024年度以降
事業者ヒアリング
公募準備
公募手続き・設置工事
電力供給開始

スケジュール（想定）

矢作川浄化センター
（西尾市）

※地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（重点対策加速化事業）
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矢作川浄化 センター

T

坂崎地区

大草地区

荻地区

高力地区

長嶺久保田地区

野場地区

六栗地区

桐山地区

上六栗地区

矢作川浄化センター

幸田町役場

〇 幸田町の農業集落排水施設９地区の矢作川流域下水道への接続を広域化・共同化計画
に位置付け。

〇 2023年６月に大草地区を接続。また、同月に坂崎地区の工事に着手しており、2024年
度の接続を目指す。

〇 残りの地区については、施設の改築更新の時期等を踏まえて、順次実施予定。

分野横断的な汚水処理の広域化・共同化による
省エネルギーの推進（幸田町 農業集落排水施設）

幸田町

優先施策群：水インフラ施設の再編による省エネルギーの推進
【施策１４．下水道施設の統廃合】

優先施策群：水循環マネジメントや上下水道施設の連携等の推進
【施策２５．上下水道施設の連携による省エネ化】

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

■幸田町：施設の統廃合

公表
広域化・共同化
計画の策定

施設の統廃合

スケジュール（想定）
2022年度 2023年度 2024年度以降

矢作川流域へ接続
（坂崎地区始め７地区）

矢作川流域へ接続
（大草地区）

矢作川流域へ接続
（高力地区）

★ ★
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〇 2021年度に11流域下水道の関係市町が、共同で汚泥処理を行うことに合意。

〇 廃熱を利用した発電、汚泥の自燃による補助燃料の削減、温室効果ガス低排出型の焼却
炉を選定。

〇 焼却炉の建設では民間企業の優れた技術を活用する設計・施工一括発注方式を採用し、
2023年6月に公募を開始。事業者を選定し、年度内の契約を目指す。

○ 汚泥処理の共同化で、創エネルギー、省エネルギーを推進する。

岐阜県恵那市

2022年4月稼働

衣浦西部浄化センター60ｔ炉

焼却廃熱を利用した発電等により温室効果ガスを削減

2022年度 2023年度 2024年度以降
公募資料作成
公募手続き・契約
設計・施工
供用開始

スケジュール（想定）11流域下水道
浄化センター

衣浦西部浄化センター
（半田市）

優先施策群：水インフラ施設の再編による省エネルギーの推進
【施策１４．下水道施設の統廃合】

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト
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○ 森林整備（間伐面積：2,478ha）及び循環型林業（再造林面積：25ha）を推進

〇 木材利用の促進（PR効果の高い民間施設等への支援：12件）

〇 道路沿いの間伐でこれまで残置されていた低質材を搬出、利用

〇 2023年度から森林クレジット活用に向けた調査や地方銀行へのヒアリングを実施

〇 森林整備及び循環型林業、県産木材の利用を矢作川・豊川流域で一層推進

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト森林整備及び循環型林業の推進によるCO2吸収量の維持・拡大
「伐る・使う→植える→育てる」循環型林業を推進してCO2を吸収

主伐・再造林の実施 木造のオフィス

発電所 工場 地方銀行

下流の企業等がクレジット購入 地方銀行を媒介
として中小企業
とマッチング

クレジットを下流の
CO2排出企業に販売

地球温暖化対策の
資金を循環J-クレジット

（森林クレジット）

県有林で行った森林整備によるCO2吸収量をクレジット化

森林整備、再造林等によりCO2を吸収 森林クレジット活用に向けて
・県有林をモデルに調査実施
・県有林の実例を県内へ普及

施策20．森林保全の促進によるCO2吸収量の維持
施策22．循環型林業・木材利用（長期固定）

（間伐・再造林面積、木材利用の支援件数は2022年度の全域の実績）
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○ 2023年度に岡崎市を流れる矢作川水系乙川の河川護岸工事において試行工事２件を発注。

〇 試行結果を踏まえ、活用工事の拡大について検討していく。

矢作川・豊川ＣＮプロジェクト県内初！低炭素型コンクリートブロック活用試行工事の実施

【施策27．建設工事におけるCO２排出量削減】
〇セメントの製造過程で石灰を焼成する際にＣＯ２を多く排出。
〇今回の工事では、セメントの５５パーセント以上を高炉スラグに

置き換えた製品を使用
〇通常の製品に比べ、製造に伴う二酸化炭素排出量が約半分（県試算）

優先施策群：建設工事におけるCO２排出量削減等の推進

セメント

高炉スラグ

セメントの一部を産業副産物（高炉スラグ）と置換

水 骨材（砂、砂利）水セメント 骨材（砂、砂利）

通常のコンクリートの構成 低炭素型コンクリートの構成

工事施工箇所

乙川

東岡崎駅

岡崎城

矢作川

２０２２年度に実施した護岸工事現場（通常製品を使用）

ブロックマット
（試行工事での使用量約4,100m2）

積ブロック
（試行工事での使用量約８８０m2）

2022年度 2023年度 2024年度以降

事例収集

制度設計検討

モデル工事試行
（随時対象拡大)

本格実施
（試行を踏まえ実施)

スケジュール（想定）
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